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一

アートセラピー美術館祭

アートセラピー美術館祭運営委員長地域生活支援科田崎晃子

・ 宗 却 鍵蕊舜喜、鐘
平成２８年３月５日(士)アートセラピー美術館祭を開催しました｡友朋会創立５０周年記念イベントとし

て８つのワークショッブと､美術館見学､大ホールでの立食パーティ＆ウエルカム･コンサートと盛りだく

さんの内容でした。

患者ご家族様､地域住民の方々､嬉野高校生のみなさん､佐賀､長崎､福岡在住の方､専門学校生､医療従事者、

保育園職員など多方面の方に参加いただき､総勢１４４名の参加となりました｡ワークショツブには多くの

申込みがあり､定員を増やしたり､他のワークショッブに移っていただいたりと参加者の皆様にはご迷惑を

おかけすることもありましたが､アンケートでは､｢楽しい時間を過ごせました｣｢バイオリンとオカリナの

演奏が素晴らしかった｣｢料理がおいしかったです｣など嬉しいお言葉を多数いただくことができました｡２

年をかけて構想を練り､企画立案し､広報に力を入れながら取り組んできましたので､多くの皆様にご参加

いただき､楽しんで頂けたことが､委員会メンバー全員何よりの喜びとなりました｡心配しておりました天

候にも恵まれ､春の心地良い－日での開催となったこともありがたく思っております｡また多くの皆様にご

協力､ご支援いただきましたこと､心より感謝申し上げます｡今回は記念イベントとしての開催ではありま

したが､今後も友朋会の芸術療法を知っていただく企画を考えております。

ありがとうございました。

〆

し

鰯グ
ー

くワークショップ参加者＞
Ｄ陶芸療法／１９名●連句療法／１９名

Ｄ認知症現場での陶芸療法／１９名●クラフト療法／１９名

、 絵画療法／１８名●コラージュ療法／１６名

Ｄ 音楽療法 ／ １ ８ 名 ● 保 育 現 場での園芸療法／9名

※計137名の方にワークショップに参加して頂きました。
アートセラピー美術館見学者／140名
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平成28年４月２日(士)に当会の創立51周年を記念して式典を開催致し
ました。

当会において年間を通して最も重要なイベントの一つです。

谷口嬉野市長をはじめ多くのご来賓の方々にご出席いただき､ご祝辞
やお祝いのお言葉を頂戴しました。

今年は理事長より新体制への移行に伴う辞令の交付も行われました｡こ

の新体制のもと、これからも地域の皆様に信頼して頂ける医療を提供で

きるよう職員一同努力して参ります。

また､永年勤続職員(１０年勤続､20年勤続､30年勤続)が表彰を受賞し、

勤続１５年の意見発表においては､当会の歴史と発表を行う職員それぞれ
の想いを述べられました。

里一

基示一一一

』

20年勤続の皆さん

|手

PＭ

中川理事長挨拶

30年勤続の皆さん
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辞令委付 勤続１５年の意見発表 新入職員の自己紹介

３月２日(水)１３:30から合同慰霊祭を執り行いました。

平成27年１月から１２月までの間にお亡くなりになられた皆様のご冥福を

お祈りし黙とうならびに献花を捧げました。
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昨年１０月２０日､２１日の二日間４回目となる医療機能評価を受審しました｡思えば平成

１８年１１月１回目の受審から平成１８年､平成23年と経て､今回の受審になりますが､早いも

ので１５年になります｡しかも丁度受審する年は5年ごとの友朋会の節目の年で今回は５０

周年にあたる年でもありました｡当初の受審時よりいつも高い評価を得ておりましたが、

3回目の更新時の評価がとても高く日本経済新聞で機能評価の評価点を独自の方法で点

数付した結果､当院が日本1の病院と小さな記事ではありましたが､掲載されました｡その

ことはとても誇りに思う事ではありましたが､その評価をいかに維持､さらに改善するか

という事は3回目の更新時よりとても大きなテーマでした｡さらに今回は新しいバージョ

ンでの評価となりその評価の方法もこれまでとはやや異なるものでした｡具体的には評価

項目が少なくなったこと､訪問日数が１日短くなったこと､調査委員の人数も７名から今回

4名と少なくなり､訪問病棟(いわゆるケアブロセス)がこれまで6病棟であったのが､３つ

の病棟であり、しかも希望しなければ精神科のみ､２病棟のみでの評価となるものでした。

結果的に副機能として東2病棟をケアプロセスしてもらうことになりましたが､正直な

話､これは私個人の勘違いで当初東1病棟のケアプロセスを受けるつもりが今回のバー

ジョンで病院自体の区分も変更となり慢性期の内科の病棟を受けなければならず､そのた

め受審4か月ほど前に急な変更となってしまいました｡改めて､東1､東2病棟のスタッフの

皆さん､および内科の先生方ご迷惑をおかけしたことを改めて謝りたいと思います｡それ

でもみなさん快く引き受けた頂き結果としてすべて｢Ａ｣という高い評価を得られたこと

はさすがといわなければならないでしょう｡さて今回の評価の結果ですが､右上の表にあ

るように｢Ｓ」という評価が１３項目ありました｡この｢Ｓ」という評価の意味は極めて優れ

ているという評価であり前回の高い評価を現在も維持していることを意味していると思

います｡これもひとえに受審の準備に御協力頂いたスタッフの皆さんももちろんですが、

日頃から友朋会の理念のもと､努力され仕事をして頂いている結果と思います｡改めて心

より感謝いたします｡ただ､残念ながら前回にはなかった｢Ｂ」という評価が4項目ありこ

の点については今後しっかり改善していかなくてはなりませんので病院機能向上委員会

を通じてまた皆さんの協力を仰ぐこととなりますのでこれからもよろしくお願いいたし

ます｡有難うございました。

医療機能評価の更新受審
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病院機能評価向上委員会委員長吉本静志
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理念達成に向けた組織運営

2領域

Ｓ Ａ

2１

Ｂ Ｃ

０

NＡ

０

内容

良質な医療の実践-１
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新体制紹介

精神科副院長冨松巨之

この度､精神科副院長に就任いたしました｡精神科はベッド数､外来数も多く、

これを円滑に運営することを考えると､身が引き締まる思いであります｡精神科
や他科の先生方､何より友朋会には多くの優秀な看護職員､コメディカルスタッ
フがおり、ともに協力すれば､どんな難題でも解決できるのではないかと思いま

す｡当院の特色である認知症医療､統合失調症の社会復帰､うつ病リワーク､児童
思春期医療､芸術療法などをさらに強化しつつ､時代のニーズにあった新しい分

野の開拓も行っていきたいと思います｡また､地域の医療関係者様との連携をさ
らに押し進めたいと思います｡不慣れな点もあるかと思いますが､今後とも宜し
くお願い申し上げます。

内科副院長竹下吉日月

この度､内科副院長を拝命しました竹下吉明です｡50年の伝統のある友朋会の

重責ある立場に就くことについて､非常な名誉であるとともに大きなプレッ
シャーを感じています｡早いもので大学を卒業して20年､友朋会に着任して10年

になりました｡｢『患者さんのために』安全で質の高いチーム医療を実践し､地
域の医療･福祉の向上に貢献する」などの友朋会理念や基本方針を常に心に留

めて､友朋会が進化し続けていけるよう友朋会職員一同とともに､微力ではあり

ますが一層の努力をしてゆく所存です｡今後ともご指導ご鞭推を賜りますよう
お願い申し上げます。

内科副院長榎頁佐史

内科の榎と申します｡平成3年､佐賀医科大学を卒業し､平成14年から当院で勤

務させていただいております｡専門内科ではなく佐賀大学の医局でも一般内科

に属していました｡当院での勤務はもうすぐ15年となりますが､今回さらに責任

のある立場へのお話をいただき身の引き締まる思いです｡個人的にはそろそろ
目も悪くなり処置時には細かい字が見えずに若い人に｢この数字は何て書いて

るの？」と聞くようになりました｡今後は前両副院長先生を見習い､同期の先生

を頼りながら､当院の皆さんと患者さん･御家族にご指導いただき足りない所を

カバーして何とか職務を全うしたく思います。

介護老人保健施設朋寿苑施設長林原歳久

前任の先生が体調不良になられて､お手伝いをするかたちで老健の管理医師

になってから早７年以上､､､､いろいろな事がありながらも､事務長､両師長､課

長をはじめとした当苑スタッフの皆様に支えてもらいながらなんとか勤務して

きました｡この度当苑の管理責任者に拝命いただきました｡これからもスタッフ

と協力しながら入所者とその御家族の方々に喜ばれるような施設を目指し微力

ながら一歩ずつ進んでいこうと考えています｡今後とも御指導､御鞭捷のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

と
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透析センター長江原孝

ＩＷリ■

平成3年４月より､大学病院を退職し外科系の医師として勤務を始めました｡－

人で麻酔から手術･術後管理までできたのも看護スタッフの協力のおかげで
あったと感謝しております｡また､体外衝撃波結石破砕装置での治療を県内で初
めて行ったことや人工血液透析の導入など､この25年間はあっという間の出来
事となりました｡副院長として十分な業務が遂行できたかは自問自答するとこ
ろですが､理念である｢患者さんのために｣を常に心構えとし診療を行ってきま
した｡今後は透析センター長として勤務しますが､これまでの経験を活かし地域
に必要な病院と評価していただけるように頑張りますので､よろしくお願い申
し上げます。

４

ストレスケアセンター長吉本静志

平成４年４月１日に入社して当時の西５病棟社会復帰病棟を受け持たせて
もらってから早２４年になろうとしています｡平成７年４月１日より､副院長を
拝命して今日まで何とか頑張ってきました｡自分自身色々ありましたが医師と
して､副院長として職務を全うできたのも先生方はもちろん､看護師はじめコメ
ディカルの方々の支えがあったればこそと感謝しております｡今回精神科では
冨松先生が副院長となられますが､今度は私が微力ながら支えるように頑張り
たいと思います｡これまでの皆様の御支持に改めて感謝申し上げ､副院長を辞す
ることといたしますが今後も継続してストレスケアセンター長として勤務いた
しますので官し<お願いいたします。
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内科医冨田伸一

生まれは唐津｡佐世保で

育ち長崎で学生時代を過

ごし､院生時代に動脈硬化

の病理を学ぶ｡嬉野医療セ

ンターで師と仰ぐ先生に

出会った。

義兄と共に開放型の精

神科植苗病院を設立する
ため苫小牧に移住。

昭和61年２月に開設し30年間勤務｡望郷の念

が高まり精神科の内科勤務を継続するために

就職しました｡とみ先生と呼んで頂くと嬉しい
です！

とだたかよし

内科医戸田隆義

今年の３月２１日から

嬉野温泉病院に勤務させ

て戴くことになりました

戸田と申します◎私は生ま

れてから大学まで長崎で

過ごしましたが､長崎大学

を卒業してから、秋田大

学､長崎大学､アメリカの

イリノイ大学､京都女子大

学､琉球大学に勤務退職後､数年間､沖縄の民間

病院に勤務していました｡嬉野は､祖母が瑞息

で､温泉に入りに来たこと､高速がなかった頃、

嬉野医療センターにバスで通ったことがあり

ます。

この縁を大事にして､働きたいと思いますの

で､宜しくお願いします。
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